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CASA新聞

５
月
も
住
宅
市
況
に
は
活

気
が
な
か
っ
た
。
特
に
地
場

工
務
店
は
手
持
ち
仕
事
が
少

な
く
、
先
行
き
が
見
通
せ
な

い
。
プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
も
受

注
確
保
を
優
先
す
る
姿
勢
だ
。

明
る
い
材
料
と
し
て
は
、
４

号
特
例
改
正
の
処
理
が
遅
れ

た
物
件
が
残
っ
て
い
る
こ
と
、

非
住
宅
物
件
の
見
積
も
り
依

頼
が
増
え
て
い
る
こ
と
で
、

「
需
要
面
は
年
度
後
半
に
は

盛
り
上
が
る
の
で
は
な
い
か

」
（
大
型
工
場
）
と
の
声
が

聞
か
れ
る
。

木
材
製
品
の
価
格
は
、
川

下
の
需
要
不
足
が
影
響
し
て

概
ね
強
含
み
保
合
。
欧
州
材

製
品
は
市
中
在
庫
の
減
少
が

続
き
、
一
部
で
は
欠
品
も
。

先
物
契
約
量
も
少
な
い
た
め
、

ま
と
ま
っ
た
仕
入
れ
に
動
い

名古屋商況 強含み保合の展開

国
産
合
板
は
４
月
下

旬
に
か
け
て
ま
と
ま
っ

た
荷
動
き
が
出
た
一
方
、

５
月
は
そ
の
反
動
も
あ

り
、
特
に
連
休
明
け
は

停
滞
感
が
漂
っ
た
。
３

月
の
新
設
住
宅
着
工
戸

数
は
８
万
９
４
３
２
戸

（
前
年
同
月
比
39
・
１

％
増
）
と
、
４
月
か
ら

の
４
号
特
例
縮
小
に
伴

う
駆
け
込
み
な
ど
の
影

響
で
大
幅
増
と
な
り
、

４
月
の
出
荷
増
加
の
一

因
と
な
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

５
月
下
旬
現
在
は
、

連
休
直
後
と
比
べ
市
中

の
荷
動
き
は
回
復
傾
向

に
あ
る
。
プ
レ
カ
ッ
ト

工
場
は
各
社
で
仕
事
量

に
や
や
差
が
あ
る
も
の
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大
手
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー

・
ビ
ル
ダ
ー
の
２
０
２
５

年
４
月
受
注
金
額
は
、
前

年
同
月
比
を
超
え
た
企
業

と
下
回
っ
た
企
業
で
ば
ら

つ
い
た
。
各
社
の
商
品
戦

略
や
年
明
け
以
降
の
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
実
績
の
違
い
、

好
調
だ
っ
た
３
月
の
反
動

減
等
が
影
響
し
て
い
る
と

み
ら
れ
る
。

各
社
の
事
業
展
開
に
加

え
、
比
較
と
な
る
24
年
４

月
実
績
も
影
響
が
あ
る
。

25
年
４
月
実
績
で
前
年
同

月
超
え
と
な
っ
た
な
か
に

は
、
前
年
同
月
が
低
調
だ

っ
た
ケ
ー
ス
が
み
ら
れ
る
。

ま
た
、
年
度
替
わ
り
で
好

調
だ
っ
た
３
月
の
反
動
減

も
あ
る
模
様
。

年度変わりで３月の反動減も
４月の住宅会社受注

注
文
住
宅
の
受
注
動
向

と
し
て
は
、
高
価
格
帯
が

堅
調
で
あ
る
こ
と
は
前
月

ま
で
と
同
様
。

ま
た
、
大
手
は
建
築
コ

ス
ト
高
を
必
要
に
応
じ
て

販
売
価
格
に
転
嫁
し
て
お

り
、
全
体
的
に
１
棟
単
価

も
上
昇
傾
向
が
続
い
て
い

る
。
普
及
価
格
帯
の
注
文

住
宅
で
は
規
格
型
で
の
単

価
抑
制
と
い
っ
た
動
き
も

あ
り
、
国
の
住
宅
補
助
事

業
活
動
と
合
わ
せ
、
各
社

が
受
注
獲
得
を
見
据
え
る
。

分
譲
住
宅
は
好
調
と
苦

戦
が
よ
り
鮮
明
と
な
っ
た
。

た
だ
、
各
社
は
戸
建
て
事

業
全
体
で
注
文
と
分
譲
の

比
率
を
見
極
め
な
が
ら
受

注
し
て
い
る
た
め
、
単
月

実
績
で
一
概
に
分
譲
の
勢

い
が
落
ち
て
い
る
と
は
言

い
切
れ
な
い
。
住
宅
会
社

の
な
か
に
は
、
前
年
ま
で

に
仕
入
れ
た
用
地
を
今
期

前
半
か
ら
積
極
的
に
販
売

し
て
い
く
考
え
も
あ
る
。

賃
貸
住
宅
も
受
注
は
ば

ら
つ
き
が
あ
る
。
都
市
部

や
郊
外
、
地
方
な
ど
地
域

に
よ
っ
て
賃
貸
住
宅
市
場

に
は
差
が
出
始
め
て
お
り
、

注
力
エ
リ
ア
に
よ
っ
て
受

注
格
差
が
出
て
い
る
こ
と

も
う
か
が
え
る
。

リ
フ
ォ
ー
ム
は
総
じ
て

堅
調
。
特
に
ハ
ウ
ス
メ
ー

カ
ー
は
既
存
住
宅
省
エ
ネ

化
の
観
点
か
ら
大
規
模
リ

フ
ォ
ー
ム
の
提
案
に
力
を

入
れ
て
い
る
。

愛
知
県
の
木
材
関
連
５

団
体
は
５
月
28
日
、
名
古

屋
木
材
会
館
で
通
常
総
会

を
開
い
た
。

名
古
屋
木
材
組
合
の
２

０
２
５
年
度
事
業
計
画
は
、

非
住
宅
は
も
と
よ
り
既
存

住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
、
特

に
都
市
で
の
木
材
需
要
拡

大
や
多
様
な
分
野
に
お
け

る
木
材
利
用
を
拡
大
す
る

取
り
組
み
を
さ
ら
に
進
め

る
必
要
が
あ
る
と
し
、
競

争
力
の
あ
る
木
材
産
業
の

構
築
を
目
指
し
て
、
木
材

産
業
の
振
興
、
労
働
環
境

の
改
善
と
労
働
安
全
対
策
、

Ｊ
Ａ
Ｓ
制
度
へ
の
対
応
、

木
造
住
宅
の
普
及
・
啓
発
、

組
合
事
業
の
拡
充
強
化
な

ど
を
推
進
し
て
い
く
。

木材の需要・利用拡大等に取り組む
愛知の木材５団体

愛
知
県
木
材
組
合
連
合

会
は
今
年
度
、
温
暖
化
防

止
・
地
域
活
性
化
に
貢
献

す
る
持
続
可
能
な
木
材
利

用
の
推
進
、
住
空
間
や
街

づ
く
り
へ
の
総
合
的
な
木

材
利
用
拡
大
へ
の
取
り
組

み
、
木
材
産
業
の
グ
リ
ー

ン
成
長
に
向
け
た
産
業
構

造
の
確
立
、
安
全
・
安
心

の
木
材
利
用
及
び
供
給
の

推
進
、
組
織
活
動
の
活
性

化
等
の
取
り
組
み
を
重
点

的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

愛
知
県
木
材
産
業
政
治
連

盟
は
、
行
政
や
需
要
者
と

連
携
し
た
木
材
需
要
拡
大

対
策
の
実
現
に
向
け
た
運

動
の
強
化
や
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
全
体
の
取
り
組
み

の
強
化
な
ど
を
進
め
る
。

愛
知
県
木
材
協
同
組

合
連
合
会
は
、
25
年
度

事
業
計
画
と
し
て
、
林

業
施
設
整
備
等
利
子
助

成
事
業
、
木
材
加
工
設

備
等
リ
ー
ス
導
入
支
援
、

原
木
・
製
品
運
搬
効
率

化
体
制
構
築
事
業
な
ど

に
取
り
組
む
。

林
業
・
木
材
製
造
業

労
働
災
害
防
止
協
会
愛

知
県
支
部
は
「
林
材
業

労
働
災
害
防
止
計
画
（

５
カ
年
）
」
に
基
づ
き
、

林
材
業
の
労
災
防
止
対

策
を
進
め
る
。
事
業
活

動
と
し
て
、
安
全
衛
生

対
策
、
安
全
衛
生
教
育

の
実
施
、
安
全
衛
生
意

識
の
向
上
と
広
報
普
及

活
動
を
推
進
し
て
い
く
。

の
、
引
き
合
い
に
は
底

堅
さ
が
あ
る
。
一
方
の

木
建
ル
ー
ト
は
お
し
な

べ
て
低
調
さ
が
否
め
な

い
が
、
ふ
た
を
開
け
て

み
れ
ば
稼
働
日
に
即
し

た
出
荷
と
な
っ
て
い
る

と
の
指
摘
も
聞
か
れ
る
。

ま
た
、
流
通
業
者
に
よ

っ
て
は
３
月
の
住
宅
着

工
増
の
影
響
と
み
ら
れ

る
引
き
合
い
が
続
い
て

い
る
。

国
産
針
葉
樹
合
板
（

12
㍉
厚
、
３×

６
判
）

は
、
合
板
メ
ー
カ
ー
が

４
月
比
50
円
高
（
問
屋

着
、
枚
）
を
提
示
す
る

な
か
、
首
都
圏
の
中
心

価
格
は
１
０
８
０
～
１

１
０
０
円
（
同
）
と
前

月
比
10
～
20
円
高
。
値

上
げ
基
調
は
続
い
て
い

る
も
の
の
、
小
幅
高
に

と
ど
ま
っ
た
。

合
板
メ
ー
カ
ー
は
、

依
然
と
し
て
原
木
を
は

じ
め
と
し
た
各
種
コ
ス

ト
高
で
採
算
割
れ
が
続

い
て
い
る
と
し
て
、
一

部
で
は
既
に
６
月
の
合

板
価
格
を
５
月
比
50
円

高
（
同
）
と
す
る
方
針

も
示
し
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
る
。

て
い
る
業
者
も
あ
る
。
米
松
製

品
も
強
含
み
で
、
国
内
挽
き
大

手
の
段
階
的
値
上
げ
の
予
想
か

ら
先
高
観
が
出
て
い
る
。
国
産

材
製
品
は
依
然
、
原
木
供
給
量

が
少
な
く
、
製
品
在
庫
は
減
っ

て
い
く
見
込
み
だ
。
現
状
は
桧

土
台
や
柱
角
、
杉
集
成
管
柱
な

ど
の
引
き
合
い
が
伸
び
て
お
り
、

価
格
も
強
基
調
と
な
っ
て
い
る
。

東
海
４
県
の
３
月
の
新
設
住

宅
着
工
戸
数
は
１
万
48
戸
（
前

年
同
月
比
14
・
３
％
増
）
で
５

カ
月
ぶ
り
の
増
加
に
。
持
ち
家

は
３
４
４
６
戸
（
同
36
・
３
％

増
）
で
３
カ
月
ぶ
り
の
増
加
。

分
譲
住
宅
は
２
６
２
１
戸
（
同

16
・
６
％
減
）
で
10
カ
月
連
続

の
減
少
と
な
っ
た
。

表示説明 値下げ 横ばい 値上げ

市況状況

ラワン薄ベニヤ ・ ・ ・ ・

ラワン構造用12㎜  ・ ・ ・ ・

針葉樹12㎜3×6   ・ ・ ・ ・



厚
生
労
働
省
は
「
労
働

安
全
衛
生
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
省
令
」
を
６
月

１
日
か
ら
施
行
し
た
。
熱

中
症
に
よ
る
労
働
災
害
が

多
発
し
て
い
る
た
め
に
対

策
を
強
化
す
る
も
の
。
事

業
者
に
は
、
労
働
者
が
高

温
化
で
作
業
す
る
際
、
自

覚
症
状
等
が
あ
る
労
働
者

を
見
つ
け
て
報
告
す
る
た

め
の
体
制
整
備
や
、
把
握

後
に
重
篤
化
を
防
ぐ
措
置

を
行
う
手
順
作
成
な
ど
を

求
め
る
。
罰
則
規
定
も
適

用
さ
れ
る
。

地
球
温
暖
化
の
た
め
か

夏
場
の
連
続
猛
暑
日
が
毎

年
の
よ
う
に
更
新
さ
れ
て

い
る
。
職
場
で
の
熱
中
症

に
よ
る
労
働
災
害
も
増
加

傾
向
で
、
死
亡
災
害
は
３

年
連
続
で
30
人
以
上
と
、

労
働
災
害
に
よ
る
死
亡
者

数
全
体
の
約
４
％
を
占
め

る
よ
う
に
な
っ
た
。

厚
労
省
に
よ
る
と
、
熱

中
症
で
死
亡
に
至
る
ケ
ー

ス
の
多
く
で
、
初
期
症
状

の
放
置
や
適
切
な
対
応
の

遅
れ
が
原
因
に
な
っ
て
い

る
と
し
、
対
象
作
業
（※

）
で
労
働
者
を
重
篤
化
さ

せ
な
い
た
め
の
対
策
を
行

う
こ
と
が
必
要
と
位
置
付

け
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
事
業
者
に

は
熱
中
症
の
恐
れ
が
あ
る

労
働
者
を
早
く
見
つ
け
出

し
、
状
況
に
応
じ
て
的
確

な
対
処
を
行
う
こ
と
を
義

務
付
け
る
。
具
体
的
に
は

「
体
制
整
備
」
「
手
順
作

成
」
「
関
係
者
へ
の
周
知

」
の
３
点
と
な
る
。

事業者に熱中症対策義務化 労働安全衛生規則の一部改正、６月施行 厚生労働省

４
月
の
新
設
住
宅
着

工
戸
数
は
５
万
６
１
８

８
戸
（
前
年
同
月
比
26

・
６
％
減
）
で
、
３
カ

月
ぶ
り
の
減
少
と
な
っ

た
。
持
ち
家
、
貸
家
、

分
譲
い
ず
れ
も
減
少
し

た
。
３
月
の
反
動
減
も

あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

戸
数
の
減
少
に
伴
い
、

床
面
積
も
３
カ
月
ぶ
り

の
減
少
。
木
造
率
は
52

・
８
％
（
前
月
比
４
・

８
㌽
減
）
だ
っ
た
。

持
ち
家
は
１
万
３
６

３
５
戸
（
前
年
同
月
比

23
・
７
％
減
）
で
、
先

月
の
増
加
か
ら
再
び
の

減
少
と
な
っ
た
。
三
大

都
市
圏
、
そ
の
他
地
域

総着工数、再び減少 ４月の新設住宅着工

す
べ
て
で
前
年
同
月
比

20
％
前
後
の
減
少
だ
っ

た
。貸

家
も
２
万
４
９
３

９
戸
（
同
27
・
９
％
減

）
で
３
カ
月
ぶ
り
の
減

少
。
た
だ
、
特
に
着
工

戸
数
が
増
え
た
３
月
を

除
く
と
年
明
け
以
降
は

単
月
２
万
４
０
０
０
～

６
０
０
０
戸
で
推
移
し

て
お
り
、
４
月
実
績
も

25
年
１
月
以
降
の
着
工

動
向
と
し
て
は
概
ね
平

均
的
と
い
え
る
。

分
譲
住
宅
は
、
マ
ン

シ
ョ
ン
が
７
７
０
９
戸

（
同
36
・
９
％
減
）
、

戸
建
て
が
８
１
６
９
戸

（
同
22
・
８
％
減
）
と

い
ず
れ
も
減
少
し
た
。

戸
建
て
は
３
月
に
増
加

し
た
が
再
び
の
減
少
、

マ
ン
シ
ョ
ン
は
４
カ
月

ぶ
り
の
減
少
。
分
譲
は

各
都
市
圏
で
大
幅
減
だ

が
、
マ
ン
シ
ョ
ン
と
戸

建
て
で
都
市
圏
別
に
減

少
動
向
に
差
が
あ
る
。

首
都
圏
は
マ
ン
シ
ョ
ン

の
減
少
幅
が
大
き
い
一

方
、
中
部
圏
、
近
畿
圏

そ
の
他
地
域
は
戸
建
て

の
減
少
幅
が
大
き
く
な

っ
て
い
る
。

持
ち
家
、
貸
家
、
分

譲
そ
れ
ぞ
れ
減
少
し
た

こ
と
で
、
新
設
住
宅
着

工
床
面
積
は
４
１
７
万

７
０
０
０
平
方
㍍
（
同

27
・
６
％
減
）
と
な
り
、

着
工
戸
数
と
同
じ
く
３

カ
月
ぶ
り
の
減
少
。
４

月
の
総
床
面
積
は
、
過

去
１
年
を
振
り
返
っ
て

最
も
低
い
。

工
法
別
で
も
、
在
来
、

プ
レ
ハ
ブ
、
２×

４
そ

れ
ぞ
れ
減
少
し
た
。

大
幅
に
増
え
た
３
月

を
除
い
て
も
堅
調
だ
っ

た
２×

４
だ
が
、
４
月

実
績
は
持
ち
家
１
６
６

７
戸
（
同
29
・
６
％
減

）
、
貸
家
２
６
４
６
戸

（
同
55
・
４
％
減
）
、

分
譲
５
０
６
戸
（
同
32

・
２
％
減
）
で
、
貸
家

減
少
の
影
響
が
大
き
か

っ
た
と
い
え
る
。

例
え
ば
、
熱
中
症
の
自
覚

症
状
が
あ
る
労
働
者
や
、
症

状
が
疑
わ
れ
る
労
働
者
を
見

つ
け
た
同
僚
が
そ
の
旨
を
報

告
で
き
る
体
制
を
事
業
者
側

が
構
築
す
る
こ
と
を
求
め
て

い
る
。
そ
し
て
そ
の
体
制
を

同
僚
等
の
社
内
関
係
者
へ
し

っ
か
り
と
周
知
さ
せ
る
。

加
え
て
事
業
者
側
に
は
、

職
場
巡
回
や
単
独
作
業
を
避

け
る
（
２
人
１
組
等
）
、
衣

服
や
腕
時
計
と
し
て
身
に
つ

け
て
使
え
る
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル

デ
バ
イ
ス
活
用
な
ど
で
、
作

業
者
の
健
康
状
態
の
把
握
に

努
め
る
こ
と
も
求
め
て
い
る
。

ま
た
、
熱
中
症
の
恐
れ
が

あ
る
労
働
者
を
見
つ
け
た
後

に
、
仕
事
場
に
お
け
る
緊
急

連
絡
網
や
緊
急
搬
送
先
の
事

前
把
握
、
応
急
措
置
（
作
業

離
脱
、
身
体
冷
却
等
）
の
手

順
作
成
と
関
係
者
へ
の
周
知

も
必
要
と
し
て
い
る
。

万
が
一
、
こ
れ
ら
の
対
策

を
講
じ
ず
に
労
災
が
発
生
し

た
場
合
は
、
労
働
安
全
衛
生

法
に
基
づ
い
て
懲
役
や
罰
金

が
科
せ
ら
れ
る
可
能
性
が
あ

る
。対

象
業
種
は
全
産
業
で
広

範
と
な
る
。
木
材
・
建
材
関

連
も
素
材
生
産
、
造
林
、
製

造
・
加
工
工
場
な
ど
が
該
当

し
、
建
設
業
や
輸
送
業
な
ど

を
含
め
て
多
岐
に
わ
た
っ
て

く
る
。

（※

厚
さ
指
数
（
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ

）
28
度
以
上
ま
た
は
気
温
31

度
以
上
の
環
境
下
で
、
連
続

１
時
間
以
上
ま
た
は
１
日
４

時
間
を
超
え
て
実
施
が
見
込

ま
れ
る
作
業
）

国
土
交
通
省
は
、
４

月
の
建
築
基
準
法
と
省

エ
ネ
法
の
改
正
に
伴
い
、

法
改
正
の
影
響
を
把
握

す
る
た
め
、
法
改
正
施

行
日
前
後
の
建
築
確
認

・
省
エ
ネ
適
判
の
申
請

・
審
査
状
況
に
つ
い
て

３
月
以
降
、
調
査
し
て

い
る
。
今
回
の
公
表
結

果
に
よ
る
と
、
建
築
確

認
申
請
は
特
定
行
政
庁

・
指
定
確
認
検
査
機
関

へ
の
申
請
件
数
は
４
月

前
半
以
降
横
ば
い
。
し

か
し
特
定
行
政
庁
へ
の

申
請
は
少
な
い
傾
向
で
、

審
査
機
関
の
処
理
件
数

が
増
加
し
て
い
る
。
省

エ
ネ
適
判
受
付
は
４
月

後
半
を
ピ
ー
ク
に
減
少

傾
向
に
あ
る
。

同
調
査
は
３
月
１
日

改正法施行で建築確認の検査機関負担増
４月以降の交付件数減少傾向 国交省

各
種
木
造
工
法
が
減

少
し
木
造
率
は
52
・
８

％
と
、
１
月
以
来
の
52

％
台
に
と
ど
ま
っ
た
。

４
月
実
績
を
受
け
て

の
季
節
調
整
済
み
年
率

換
算
値
は
62
万
６
０
０

０
戸
（
前
月
比
42
・
０

％
減
）
で
、
３
カ
月
ぶ

り
、
か
つ
大
幅
な
減
少

と
な
っ
た
。

か
ら
６
月
30
日
ま
で
で
、

各
月
を
前
半
と
後
半
に

分
け
て
集
計
、
報
告
す

る
。建

築
確
認
に
つ
い
て

は
、
特
定
行
政
庁
・
指

定
確
認
検
査
機
関
の
合

計
申
請
数
が
、
３
月
前

半
２
万
５
２
１
９
件
、

３
月
後
半
約
２
万
９
７

３
件
だ
っ
た
。

法
改
正
施
行
後
の
４

月
前
半
は
１
万
６
０
７

３
件
、
４
月
後
半
１
万

７
５
７
８
件
、
５
月
前

半
１
万
６
９
５
１
件
で
、

年
度
変
わ
り
を
境
に
申

請
数
が
減
少
し
、
４
月

以
降
は
概
ね
横
ば
い
で

推
移
し
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
特
定
行

政
庁
に
限
っ
た
申
請
は
、

３
月
前
半
２
２
１
９
件
、

３
月
後
半
１
５
６
９
件
、

４
月
前
半
１
０
０
２
件
、

４
月
後
半
１
１
１
１
件
、

５
月
前
半
９
９
８
件
と

減
少
傾
向
と
な
っ
て
い

る
。建

築
確
認
の
交
付
数

は
４
月
以
降
、
申
請
件

数
に
対
し
て
少
な
く
推

移
。
特
定
行
政
庁
・
指

定
確
認
検
査
機
関
合
計

の
交
付
件
数
推
移
は
４

月
前
半
７
８
５
８
件
、

４
月
後
半
１
万
３
６
１

０
件
、
５
月
前
半
１
万

４
５
３
５
件
と
な
っ
た
。

４
月
以
降
の
申
請
件
数

が
横
ば
い
傾
向
の
な
か

で
、
指
定
確
認
検
査
機

関
の
処
理
負
担
が
大
き

く
な
っ
て
い
る
こ
と
が

う
か
が
え
る
。

省
エ
ネ
適
判
受
付
は
、

所
管
行
政
庁
・
省
エ
ネ

適
判
機
関
の
合
計
数
が
、

３
月
前
半
６
２
６
件
、

３
月
後
半
８
７
４
件
だ

っ
た
の
に
比
べ
、
法
改

正
施
行
後
は
４
月
前
半

２
２
９
５
件
、
４
月
後

半
４
０
７
５
件
、
５
月

前
半
３
７
６
２
件
と
大

幅
に
増
え
、
４
月
後
半

を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
て

い
る
。

交
付
件
数
は
４
月
後

半
ま
で
増
加
し
、
以
降
、

５
月
前
半
は
横
ば
い
。

こ
う
し
た
状
況
に
対

し
国
交
省
は
、
住
宅
、

建
築
、
設
計
、
不
動
産

等
業
界
関
連
団
体
と
も

情
報
共
有
に
動
い
て
い

る
。各

団
体
か
ら
の
共
有

事
項
と
し
て
、
「
５
月

前
半
は
申
請
書
提
出

か
ら
確
認
済
証
交
付

ま
で
概
ね
30
～
35
日

で
、
改
正
法
施
行
前

と
比
べ
て
１
週
間
程

度
延
び
て
い
る
」
「

法
改
正
前
の
駆
け
込

み
で
長
期
優
良
住
宅

の
性
能
評
価
機
関
が

混
み
、
評
価
書
交
付

が
大
幅
に
遅
れ
て
い

る
」
「
大
手
住
宅
事

業
者
は
３
月
中
に
前

倒
し
で
基
礎
着
工
を

し
、
４
～
５
月
の
上

棟
予
定
件
数
を
減
ら

さ
な
い
よ
う
に
平
準

化
を
図
っ
て
い
る
よ

う
だ
」
と
い
っ
た
指

摘
が
出
て
い
る
。
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